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風俗絵画の文化学Ⅱ 虚実をうつす機知
松本郁代 。出光佐千子 。彬子女王編

風俗絵画とは虚実をうつす機知の媒体である一。美術史・歴史学 。文
学・文化人類学等を専門とする研究者が、それぞれの専門性を生かし
た風俗絵画分析を進め、粘 り強く議論を繰り返して生まれた学際的文
化研究。絵画の制作に関わつた人々の複雑に絡み合 う視線の交錯を文
化的に考察し、そこにあらわれた「機知」を明らかにしていく15篇。
レA5判・450頁 /定価 7.350円        ISBN978-4-7842-1615-4

原本『古画備考』のネットワーク
古画備者研究会編

原本『古画備考』(東京藝術大学附属図書館所蔵)を徹底的に解剖するこ
とにより、江戸時代後期に『古画備考』を (書画情報)総合集積の場と
して大規模に繰り広げられていた古画研究ネットワークの実態を浮かび
上がらせる。また、活字本『増訂 古画備考』などから近代における『古
画備考』の受容の様相を検討した17論文の総合論文亀
>A5判・498頁 /定価9,660円        ISBN978-4-7842-1674-1

田能村竹田基本画譜 陰 2巻〕
宗像健一編著

図版篇には厳選された140点 (カ ラー95点・モノクロ45点 )の作品を大型
図版で収録。解説篇には総論と基本作品の詳細を極めた個別解説のほ
か、題詩・落款・印譜 。年譜などを収録。田能村竹田研究では他の追
随を許さない編者による作品選別は、今後の研究の基盤となる。
レB4判変・総398頁 /定価 29,400円      ISBN978-4-7842-1566-9

室町水墨画と五山文学
械市真理子著

室町時代中期の画僧「岳翁」と東福寺僧了庵桂悟の関係を手がかりに、
詩画軸制作のありようを探 り、雪舟と関連づけることで、周文の実像
に迫ることを試みる。さらに禅僧の文人的営為を反映するものとして、
周文筆と伝えられる詩画軸や煎茶図様の水墨画について考察。
>A5判 '336頁/定価 6,300円        ISBN978-4-7842-1607-9

※近世京焼の研究
岡佳子著

桃山時代から江戸時代末まで京都で焼かれたやきものの窯業的な変遷
を、文献史料と出土資料によって明らかにし、そこに野々村仁清・尾
形乾山・奥田穎川・仁阿弥道人など京焼の名工たちの生涯と作品を位
置づけ、近世京都の特質を明確にした。京焼の通史を見直した一書。
レA5判・434頁 /定価 6,615円        ISBN978-4-7842-1558-4

近代日本における書への限差し
高橋利郎箸         日本書道史形成の軌跡
毛筆で書かれた肉筆の文字資料が近代に「書」として位置付けられてい
く過程を、書道史に関する出版をはじめ、宝物調査や展覧会の列品、
また文化財関連の法令から探り、近代における書道史形成の軌跡をた
どる。
レA5判・304頁 /定価 5,040円        ISBN978-4-7842-1595-9

近代の「美術」と茶の湯 言葉と人とモノ
依田徹箸

明治維新で価値を落とした茶道具は、どのようにして美術作品として
再評価されるようになったのか ?千利休と岡倉天心に注目し、近代美
術史の視点から、明治以降の茶道具の評価を捉え直す。美術作品と茶
道具の境界線を問う、革新の一書。
レA5判・332頁 /定価 6,720円        ISBN978-4-7842-1693-2

宗達伊勢物語図色紙
羽衣国際大学日本文イし研究所伊勢物語絵研究会編

近年発見された色紙も含め「宗達伊勢物語図色紙」59面のすべてをカラ
ー、原寸大で掲載し、色紙に描かれた伊勢物語の世界の角子釈、伊勢物
語絵巻・絵本との比較対照、さらに、宗達における色紙の位置づけ、
裏書の解読、色紙の特徴的な構図と技法、色紙成立の動機、色紙をめ
ぐる人的ネットワークなどに関する新たな知見を収める。
>B4判変・220頁 /定価 19,950円       ISBN978-4-7842-1679-6

黄金のとき
京都国立博物館編

信長・秀吉と狩野永徳に象徴される桃山時代の絵画を狩野派とそれをめ
ぐる作家たちの作品を中心に構成。大画面―襖・屏風 。大絵馬・杉戸絵
―を主として基本作品全100点を全 8章に分けてオールカラーで収録し、
各章ごとにテーマ解説を掲げ、適宜部分拡大図を収めた。巻頭概説「祭
の終リー桃山時代絵画の展望」のほか巻末に作品解説を収蝿
>B4判・400頁 /定価 42,000円         ISBN牛 7842-104牛 X

没後220年 蕪村
逸翁美術館・ 柿衛文庫編

:自tξ写                       弓滸ヨ
>A4判・210頁 /定価 2.310円          ISBN牛 7842-1162-4

松花堂昭乗と瀧本流の展開
山□恭子著

近世初期、本阿弥光悦、近衛信力と寛永の三筆と並び称され、寛永文
化の一翼を担つた松花堂昭乗。昭乗と瀧本流の書について造型的な面
のみならず、昭乗の著述した文芸作品、瀧本流の法帖など、文献資料
や版本に対する細やかな検討を行 うことにより、近世の書道史、出版
史、文化史など広範な研究分野に新 しい知見を提供する。
レA5判・356頁 /定価 9,030円        ISBN978-4-7842-1559-1

動物・植物写真と日本近代絵画
中川馨著
「明治後期から太平洋戦争以前の日本における動物・植物写真」を考察
範囲とし概説する。またその「動物・植物写真集」が、美術資料として
担った役割を解き明かすことにより、近代日本の「写真」と「絵画」との
関連性を論究する。
レA5判・256頁 /定価 5,250円        ISBN978-4-7842-1598-0

京都 伝統工芸の近代
並木誠主 。清水愛平 。青木美保子・ 山田由希代編

京都における、他の地域とは異なる側面を有する「近代」にあって、美
術・工芸がどのような変容をとげて現代にいたっているのか。大きく
「海外との交流」「伝統と革新」「工芸と絵画」「伝統工芸の場」の視点か
ら、様々な トピックスや人物にまつわるエピノー ドを取り上げ概観す
る。
レA5判・300頁 /定価 2,625円        ISBN978-4-7842-164卜 3

河北倫明美術時評集 陰 5巻〕
河北倫明著

美術界の最前線を歩んできた美術評論家・河北倫明氏による戦後美術
史の決定版。美術評論やエンセイなど、昭和22年から平成 3年にかけ
て執筆されたものの集大成。各分野ごとに分類、執筆年代順に配列さ
れている為、意義深い戦後の美術年譜となつている。
レA5判・平均500頁 /揃定価 37,170円

中世考古美術と社会
難波田徴箸                忍文間史学叢書

古絵図研究20年の著者が、元徳本祗園他徐図、社寺参詣曼陀羅図、関
ヶ原合戦図、高山寺・善妙寺領 [ボ ウ]示絵図などを題材に古絵図を論
じ、鞍馬寺、花背別所、大道寺、北野天満宮などの経塚や大日寺、法
金剛院、飯盛山などの瓦塚の研究から埋塚を論じる。更に懸仏の検討
を通して御正外論を展開する。
レA5判・556頁 /定価 10,290円          ISBN4-7842-0649-3

桃山絵画

新訳絵本
田中大穂箸
日本の古典『伊勢物語』の心を全章段にわたって彫心鱗骨の版画にし
た労作であり、『伊勢物語』の研究史上、前人未踏の画期的な著作。
本書の現代語訳は著者が苦心の意訳を添えたものである。
【和装峡入】
>A4判・総650頁 /定価 26,250円         ISBN4-7842-0173-4

伊勢物語 陰 2冊〕

インタビュー・エ ッセイや新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』 を年 4回 無料でお送 りしています。
話・ギax・ Eメ ールでお申 し込み下 さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


